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3. 逆変換と微分  
方程式への応用
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3.1ラプラスの性質表（復習)
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3.2ラプラス逆変換

ラプラス変換の写像関係
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ここで、関数f1 (t)と関数f2 (t)を考える。

関数f1 (t)と関数f2 (t)

f1 (t)とf2 (t)のラプラス変換

すると、

ラプラス変換は1対1の写像とはならず逆写像は考えられない！



5

解説：

定理

ラプラス変換をグループF1からF2への写像と考えると、1対1
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F(s)f(t) ]L[ を満足するf(t)はたくさんがある場合、そのグループから
1つの代表選んでf(t)とする。ここで、グループ内に連続関数があればf(t)
としては連続関数を選ぶ

逆ラプラス変換の定義
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逆変換の基本公式
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例題１： 次の逆ラプラス変換を求めよ
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以上のように、ラプラス逆変換

 公式さえを覚えれば逆変換を

 求めるのは簡単となる。
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ハイパポリック
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逆ラプラス変換の性質
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例題2： 次の逆ラプラス変換を求めよ

]
)2(

2[ 3
1




s
L 1)

]
3

[
2

1






s
e s

L 2)

]
)1(

1[ 2
1




ss
L 3)

積分

やっぱり、ラプラス逆変換公式さえを覚えれ

 ば逆変換を簡単に求める。
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例題3： 次の逆ラプラス変換を求めよ
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求める手順：
1)まず逆変換公式が応用しやすいようにF(s)を部

 分分数展開する。
2)展開されたF(s)に逆変換公式を適応し、逆変換

 を求める。
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3.3常微分方程式への応用
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求める手順：
１）微分方程式は関数空間F1 の方程式で、それをラプラス変換により

空間F2 の、Y(s)を未知数とする1次方程式に変換される。このよう

にして、微分が消滅され、方程式が簡単化される。
２）空間F2 において、1次方程式を解き、Y(s)を求める。
３）Y(s)を逆ラプラス変換し、微分方程式の解を求める。
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例題4： ラプラス変換を用いて次の微分方程式の解を求めよ
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宿題III：
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１．以下の逆ラプラス変換を求めよ

２．ラプラス変換を用いて次の初期値問題を解きなさい
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